
３ ヒートアイランド対策 

（１）ヒートアイランド現象の現状 

ヒートアイランド現象とは、都市部の気温が郊

外に比べて高くなる現象です。道路や建物の蓄熱

や放熱、エアコンや自動車からの排熱などにより

気温上昇作用が増大することや、樹木や水面から

水が蒸発するときの気温低下作用が減少すること

などが原因と考えられています。 

ヒートアイランド現象による都市の高温化を示

す一つとして、熱帯夜日数（大阪管区気象台のデ

ータ、日最低気温が 25℃以上となった日数）を

見ると増加傾向を示していましたが、平成12 年

以降は、概ね横ばいとなっています。 

（２）主な取組み 

ヒートアイランド対策については、平成27 年

3 月に大阪府とともにヒートアイランド対策の基

本的な考え方や目標、取組内容を定めた「おおさ

かヒートアイランド対策推進計画」を策定しまし

た。本計画に基づき、人工排熱の低減や建物・地

表面の高温化抑制等の取組みである「緩和策」の

着実な推進に加えて、熱中症などの人の健康への

影響等を軽減する取組みである「適応策」の推進

を対策の基本的な考えとし、次の取組みを中心と

した施策を進めていきます。

※ ５年間の移動平均：その年および前後２か年を含めた５か年の平均値 

（観測場所の移転をふまえ作成）
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